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               審   査   の   要   旨 
  
 本論文において著者は、核内受容体VDRのリガンド結合部位の構造予測に基づいて、多数の変異体を
作製し、核内受容体のリガンド結合部位がリガンド応答性の違いを引き起こしていることを実験的に証
明した。また、その構造予測からLCA誘導体が新たな活性をもつVDRモジュレーターとなることを予想
し、実際にLCAアセテートが強力なアゴニストとしてはたらくこと、それはビタミンDとは異なる生物
学的作用をもつことを明らかにした。これらの研究成果は、新規のVDRモジュレーターを創製する上で
重要な知見を与え、核内受容体モジュレーター研究の重要性を示唆した研究としても高く評価される。 
 平成30年1月31日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
